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作が掲載された媒体について確認をしておく。本作は先に記した通り、 『近代説話』第二集（一九五七 ・ 一二、 六月社）に掲載され 。この については、 『司馬遼太郎事典』概説を踏まえる。
　
同人雑誌。全十一冊。昭和三十二年五月から同三十八年
五月まで刊行した。不定期の刊行で［…］発行所は大阪の六月社。創刊号の表紙上半分に横書き 「近代説話」の文字と号数、出版社名が入った。 ［…］編集兼発行人は一貫して寺内大吉で［…］同人には、伊藤桂一、黒岩重吾、司馬遼太郎、清水正二郎（胡桃沢耕史） 、辻井喬、寺内大吉らで、 後に尾崎秀樹、 斎藤芳樹、 永井路子らが加わった。 ［…］寺内が司馬に「同人雑誌をやろうか」と声をかけ［…］司





材を取った小説を書いている 、本作はそうした作法以上に精巧な技法が凝らされ 説話構成が緻密で 覚美が鮮やか 表現されている。 ［…］泉鏡花以来、幻想小説は衰兆を見たが司馬の作品は、発想、想像力、素材などが特異な斬新さに充ち 情念溢れる瑞々しさ 伴 ている。 」
（注３）
と述べ、泉鏡花をも引


























ていた。その月は、ザビエル 日本上陸四百五十年を記念して、日本 各地で さまざまな催しがおこなわれ、ヴァ
三三
その仕事に従事していた私は、夜、帰宅して小説に思いをひそめようとするとき、すでに「現実」に倦い いた。現実は、どうい 意欲をも、私におこさせなかつた。ひる間の仕事から断絶するために の夜の想念は、現実から脱け出して、古代地図の上を歩かねばならなかつた。　
ひる間は、火事や交通事故の記事をかき、夜は古代地図







であつた、ともいつた。私は、のちに小説を書きはじめたとき、この教授をうごかしている執念に興味をもつたが、新聞記者であつたこのころの私は、むろん、教授の精神像よりも、 その説 ほうに興味をもち、 教授の指示に従つて、「日本古代キリスト教」の遺跡をつぶさに踏査した。　
私は、それを記事にかき、 「すでに十三世紀において世

























眠の日が丁度終戦の日であったが、道竜にはそれに関する記憶はなかった。八月十五日の自分を思い出すにつけ、国家の存在などは、個人の人生にとって妻の存在に比すればはるかに卑小 ものではないかと、奇妙な感動をもって考える。同時 、そ 国家に関する、いわゆる社会科学の研究を自分の生涯の職業としてきたことに、舌を噛みきりたいほどの虚しさを覚えた。
　
この一節からは、戦後直後の社会に対する批判姿勢が見て取







り直接的に指摘した論者がいる。それが、 明治時代の言語学者、佐伯好郎である。大避大神と秦氏、そしてキリスト教と 繋がりを指摘した佐伯の論文 確認しよう。 佐伯は
「太秦 （禹豆麻佐）








す。むろん、単なる奇説であるかも知れん。しかし、日本人の先祖を知るには重大なことでな。波那さ の遺伝がどうあろうと、放っては置けぬ。あなたも日本人ならばだ。しかも法律とはいえ、学者ではないか。どうです、この説を聴きますか。 ［…］聴いた以上、あなたはそれを今後演繹敷衍する義務がある。その気がありますか」「その気があ 。波那への供養にもなるかもしれない」
　
このように、ここで語られていることが奇説である可能性に
ついて触れられている。しかしこの奇説にも根拠があることを神主は説明していく。その際たるものは、 道竜がいる大避神社、その名前にあると神主は説く。その場面が、 次の引用部で 。



























いただけだと断定している。この点について佐伯は、 『景教の研究』 （一九三五年一月、 名著普及会） に収められた論において、
　
而してネストリウスの思想的源流とも謂ふべきアンテオ





置を占める景教について、佐伯好郎の論説を典拠としていることが明らかになった。ユダヤ文化と日本文化という観点につて、奇説でこそあるが、景教を論じた第一人者である佐伯好郎の論説が、本作では享受されて る。典拠である佐伯の名を作中で示さないこと、佐伯の論旨を作品に転用することは、議論の余地が多分にある。し し らここでは、ひ まず、司馬が佐伯の論を明らかに教授 てい という事実にのみ焦点を当てたい。なぜならば、佐伯の奇説を採択すると うことが、























































































































で見てきた、本作の根底には 中・戦後の権威に対する批判精神が流れ いるこ を鑑みれば、同誌の「近代の文学が喪った説話性（物語の面白さ） 復活しよう いう野心」という趣旨からは背反していると言えるだろう。 「物語 白さ」と言葉では内包できない程の 戦中・戦後を通じて個が感じた痛みというものが、本作では示されてい 。　
しかしながら、雑誌の趣旨とは完全に沿わずとも、司馬は本




























佐伯好郎「 秦（禹豆麻佐）を論す」 （ 『歴史地理』一一
































































【付記】本稿で使用・引用するテクストは『司馬遼太郎全集』第二巻 （一九七三 ・ 一〇、 文芸春秋） に拠る。 なお傍線、 ［…］ （省略）は筆者による。本稿は、中国日本 学研究会（二〇一八年八月一三日 （月）
　


























文保二年 （一三一八） 北畠親房の調子として生まれる。元徳二年（一三三〇）十三歳で左中弁となる新例をひらき、翌年参議で左近衛中将を兼ね、空前の昇進を示した。 ［…］建武新政とともに、元弘三年（一三三三）八月五日十六歳で従三位に叙され陸奥守となり、義良親王を奉じ父親房とともに、特命を帯びて、十月京を発ち陸奥に下った。 ［…］ 〔建武〕二年足利尊氏の叛により、十一月鎮守府将軍を兼ね、尊氏を追撃して東海道を西上し、新田・楠木氏ら 協力して尊氏 九州に敗走させた。 ［…］ 〔延元〕三年（ 朝暦応元）正月美濃青野ヶ原の緒戦勝利から伊勢に転身し、 さら 伊賀 ・
